
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №27 雇用対策事業（奨励金事業） 担当課 商工振興課 予算費目名
款 項 目 

      

事業概要 

及び目的 

 市内に居住する高齢者及び障害者を雇用する市内事業主に奨励金を交付すること

により、高齢者及び障害者の雇用の機会の増大を図る。また、常用雇用転換、子育て・

育児等との両立支援など市内事業主が行う取り組みへの支援として奨励金を交付す

ることにより、雇用の安定並びに労働環境の整備を図る。 

成 

果 

目 

標 

成果指標
 

奨励金制度の整備 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 0 0 0 0

計画値                  
決算額（単位：円） 0 0 0

従事職員数 3 人 3 人 0 人

事業の 

位置づけ 

章 ４ 活気あふれるいきいきとしたまち ★左記施策（号）との結び付き 

事業者が行う取り組みを支援することにより、雇用の安定・拡大、従業員（勤

労者）の生活安定と福祉の向上が図られる。 

従事延べ日数 21 日 13 日 0 日

節 １ 商業、工業、農業の振興 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある ■余地なし 

項 １ 商業、工業、農業の振興 相手は？：□市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 ５ 勤労者の支援 形態は？： 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 30 日記入  平成 22 年 5 月 31 日記入  平成 23 年 4 月 20 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 検討 
実施計画の予定

年度終了後 
検討中 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
検討 

実施計画の予定

年度終了後 
検討中 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
検討 

実施計画の予定 

年度終了後 

奨励金は見送りし就職活動

支援セミナーの開催を推進

していく。 

★継続している

事項、 

未着手事項があ

る理由 

完了した事項 

・近隣市で実施している奨励金事業の状況確認 

・ 

・ 

緊急保証制度、緊急雇用

創出事業等の緊急的な

事業が発生したため。 

・雇用促進奨励金交付要綱（案）の作成 

・ 

・ 

国や県で既に実施し

ている同様の事業と

の整理を図り、市と

して行う雇用対策事

業を検討するため。

・国や県で実施している雇用促進奨励金の整理 

・奨励金事業の検討は終了し見送り 

・ 

 

継続している 

事項 

・近隣市の状況確認を踏まえて検証 

・ 

・ 

・国や県で実施している雇用促進奨励金の整理 

・国や県の実施している雇用促進奨励金との関連整理 

・ 

・雇用対策事業として就職活動支援セミナー等を開催 

・ 

・ 

未着手事項 

・制度設計（要綱等作成） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

改善案 

県内各市町村の検証を行い本市に相応しい制度を構築し

ていく。 

 

成果指標 国、県およびハローワーク等が既に行っている奨励金事業の

整理および連携を深め、分かりやすく周知を図っていくとと

もに、奨励金以外の雇用対策事業も検討していく。 

成果指標 厳しい財政状況の中、雇用対策事業としての奨励金制度について

は財源の確保が難しく、国や県で実施している雇用促進奨励金と

の違いが明確でないことから実施を見送ることとし、既存の雇用

対策事業の拡充について検討していく。 

成果指標 

実績値 

     

達成率 

    ％ 

実績値 

    

達成率 

   ％

実績値

  

達成率

 ％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成21年7月30日協 議 実 施  平成 22 年 6 月 10 日協 議 実 施  平成 23 年 4 月 26 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充     

現状維持  ○   

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持     

縮小     

休廃止 ○    

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

景気状況の悪化による厳しい雇用情勢の中、雇用主である市内事業者への奨励金な

どの施策による雇用拡大を図るため。 

★上記を選択した根拠 

雇用拡大を図るための施策を、奨励金制度にとらわれることなく、様々な角度から

継続研究するため。 

★上記を選択した根拠 

奨励金制度については実施を見送ることとしたため。 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

他市町村等の先進的取り組み、事例を検証するとともに、産業振興審議会での意見

を受け、実施に向けた制度設計を進める。 

他市町村等の先進的取り組み、事例を引き続き検証するとともに、奨励金制度以外

の施策についても検討する。 

奨励金制度といった形ではなく、セミナー等の開催回数の増加や若者・中高齢者・

子育て中・子育て後の方等向けの多様なセミナー等を開催することで、雇用対策事

業を推進する。 

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 □一部実施 □検討中 ■その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

平成 22 年度実施予定事業のためなし。 

□実施 □一部実施 ■検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

他市町村等の先進的取り組み、事例を引き続き検証するとともに、奨励金制度以外

の施策についても検討する。 

□実施 ■一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

奨励金制度については様々な状況を勘案した結果、実施を見送ることとし、既存の

雇用対策事業を拡充することとした。 


